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令和 6 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 6 年 5 月 17 日(金)18 時 30 分～20 時 15 分  

開催場所 周布まちづくりセンター 参加人数 6 人 

出席議員 芦谷英夫、串﨑利行、川上幾雄  補助員 村木勝也 

テーマ別に

出た意見 

【総務文教】地域交通について～移動の自由をどうつくるか～ 

・中央の 9 号線のみであり周辺での移動手段が必要 

 あいのりタクシーの条件（2 名以上）を緩和したらどうか 

・あいのりタクシーの設立が困難 

 交付金活用の面から多様な組織での立ち上げを検討 

 

議員⇒「その他」で総括・検討し今後検討すべき課題に含め

た。 

【福祉環境】市の環境施策や環境に配慮した市民活動のあり方について 

・まちづくりセンター活動について 

多様な勉強会の開催が必要 

スマホ教室なども 

・活動への参加が不足 

 

議員⇒「その他」で総括・検討し今後検討すべき課題に含め

た。 

【産業建設】地域産業の問題点と課題について 

・地域に小売店等が無くなった 

 遠方への買い物となり高齢者への移動手段が欲しい 

・益田地域にある店の種類で浜田に無いものがある 

 ユニクロ、ケンタッキー、ミスドなどがあれば良い 

 

議員⇒浜田地域の閉鎖的な環境が災いしているかも。新たな

方策について検討の余地あり。「その他」で総括・検

討し今後検討すべき課題に含めた。 
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自由意見 

【総務文教委員会】 

・高齢者、若者の選挙参加を図るべき 

機会の確保（移動の手段、借り上げタクシー等） 

【福祉環境委員会】 

・地域病院（眼科）の存続が望まれる 

 バス停、量販店に近く利便性が高く高齢者に優しく 

 

【その他】 

・議会が市民に向いているか 

・市民に対して市政運営を 

・早い人事異動が市政運営を困難にしているのでは 

・議会、市政の情報が市民と共有されていないのでは 

・若者の意見を聞くため年齢制限をして井戸端会を行ったら

どうか 

・若者の地域活動への参加が大事 

・若者が議会へ出て変化を生み出すことが必要 

・大学生は浜田市へ住民票を移動させるべき 

  地域活動、市政、議会への興味を引き出す 

【議会として取り組むべき課題】 

・多様な意見を聞く場を検討すべき 

・若者と指定して意見を聞く場を検討すべき 

・若者の地域活動参加を促す方策を検討すべき 

・若者の議会活動参加を促す方策を検討すべき 

 

井戸端会においては、「少子高齢化が進む地域ではある

が、若者の議会参加で若者が求める施策や多様な意見等を引

き出し生かしていくことが肝要。」が話題の中心であり、こ

のことが議会に求められていたと受け止めた。 

 

  

 

   令和 6 年 5 月 18 日 報告者 川上幾雄  


